職種：サービス技術　　職務：保守・メンテナンス
【概要】

納入後のＭＨ機器及びＭＨシステムに対し、故障対応や点検、保守業務など、設備を維持・保全する。さらに、設備診断、改修提案、リニューアルなどにより故障や劣化が起きないよう予防保全を行う。

【仕事の内容】

工事後の業務を引き継ぎ、稼働したＭＨ機器及びＭＨシステムに関する故障や劣化に対応し、取替え、新設などの問題に対し、客先の設備技術部門などと連携しながら問題解決のためのマニュアルの作成や、再発防止策の企画、対策を行う仕事である。

設備保全は、日常点検、定期点検、さらには期間を決めた保守業務による設備の現状把握、トラブルの対応が主な業務となる。範囲としては、保全計画の作成に始まり、機械の修理及び改良、機械履歴簿の作成、機械の点検、機械の異常時における対応措置、品質管理手法を用いた設備管理など広範囲にわたる。
【求められる経験・能力】
（1） 入職に当たっては、特別な技術、資格や免許は必要とされない。新規学卒者の学歴は高校卒が一般的であり、機械・制御系など基礎的な知識や技能を習得することが望まれる。中途採用の場合、即戦力として経験者が有利である。
（2） 入職後は、半年程度研修を受け、実務や研修、セミナーなどで技能・必要な知識を習得する。直接保守・メンテナンス部門に配属されるケース、工事部門などで経験を経た後サービス部門に配属されるケースがある。
（3） 業務は、緊急時対応が求められるため、就業時間が不規則になる傾向にある。変則的な労働時間に耐えられる心身ともに健康であることが求められる。

（4） 顧客と直接接する立場にあり、トラブル時の冷静な対応や信頼感を確保する真摯な態度で仕事に望む姿勢が求められる。専門スキルとともに協調性やコミュニケーション力も必要であり、マナー教育は広い範囲で実施されている。
【関連する資格・検定等】

· 技能検定：
機械保全職種（特級）［厚生労働省］

機械保全職種（機械系保全作業、電気系保全作業、設備診断作業）（１級・２級）　［厚生労働省］

機械保全職種（機械保全作業、電気系保全作業）（３級）［厚生労働省］
· 高度熟練技能者（職種：機械保全）［中央職業能力開発協会］
· 電気工事士（第１種、第２種）［財団法人電気技術者試験センター］　
· 衛生管理者（第１種・第２種）［財団法人安全衛生技術試験協会］

労働安全衛生法に基づく資格［各都道府県より許可を受けた団体、社団法人 労働技能講習協会、各地の社団法人 労働基準協会、財団法人安全衛生技術試験協会、クレーン、フォークリフト教習所等］

· 免許試験による資格：
クレーン運転士（吊り上げ荷重５トン以上）

移動式クレーン運転士（吊上げ荷重５トン以上）

ガス溶接作業主任者　　　　　　　　

· 技能講習による資格：
玉掛け技能講習修了者（１トン以上）

小型移動式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重１トン以上５トン未満）

床上操作式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重５トン以上）

高所作業者運転技能講習修了者（作業床の高さ１０ｍ以上）

ガス溶接技能講習修了者（可燃ガス、酸素を用いる）

フォークリフト運転技能講習修了者

足場の組立て等作業主任者技能講習修了者

建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習修了者

· 特別教育による資格：
アーク溶接

高所作業車運転

研削砥石取替え

フォークリフト運転

安全衛生責任者教育

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０７１　　その他の技術者

７４　　　電気作業者

